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使用済み鉛蓄電池（自動車用バッテリー）を取り巻く環境①
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バッテリー

（排出者）

回収業者

国内製錬韓国製錬

無償
回収分

買取
回収分

買取
回収分

無償
回収

売却
回収

再資源化され、バッテリー原料に再資源化され、日本へ売却

再資源化され、

外国へ売却

①国内資源の流出・減少⇒材料高騰
⇒新品バッテリー価格高騰

②国内製錬の空洞化 ⇒産廃処理時の能力低下

①国内資源の流出・減少⇒材料高騰
⇒新品バッテリー価格高騰

②国内製錬の空洞化 ⇒産廃処理時の能力低下



使用済み鉛蓄電池（自動車用バッテリー）を取り巻く環境②
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•鉛蓄電池再資源化協会（約11,000ｔ/年）
• 電池メーカー主導による産廃処理（国内製錬向け）

•下取り制度
• 従来の商慣習による無償回収（国内製錬向け）

無償
回収

•輸出向け回収業者（約100,000ｔ/年：約40％）
• 韓国製錬向け再生鉛製造の原料として売買

•国内製錬向け回収業者
• 再生鉛の原料として売買

買取
回収

本システム
①国内製錬向け
②買取回収
③約4,000ｔ/年
年々増加中



使用済み鉛蓄電池（自動車用バッテリー）を取り巻く環境③
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•メリット
①不法投棄防止
②適正処理
③国内再資源化
④離島を含め、広範囲対応

•デメリット
①排出者の収益性なし

無償
回収

•メリット
①排出者の収益性あり

•デメリット
①排出先からの処理が不透明（輸出・国内製錬など）
②都市部・製錬所への距離等で価格の上下あり
（広範囲対応業者が少なく、非対応地域あり）

③輸出業者のほうが高価で買取されており、国内製錬
向けが弱い

買取
回収



各関係業界について

一般社団法人
日本自動車整備
振興会連合会

日本自動車整備
商工組合連合会

一般社団法人
日本自動車工業会

一般社団法人
日本自動車販売
協会連合会

各新車メーカー 各新車ディーラー

専業整備工場

各新車ディーラー各新車メーカー

その他自動車関連団体

会員 会員会員 特別会員

自動車関連団体

新車製造 整備新車販売
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自動車用バッテリー使用関連の主要団体
1. 日本自動車工業会 ：各新車メーカー（年間約500万台（約500万個） 新車販売）
2. 日本自動車販売協会連合会 ：各新車ディーラー（事業場数：約16,000 整備売上規模：約2兆5千億円（約900万個））
3. 日本自動車整備振興会・商工組合連合会 ：メインは専業整備工場（事業場数：約72,000 整備売上規模：約2兆7千億円（約400万個））
4. その他（カー用品店・ガソリンスタンド・タイヤ関係・電装関係）

その他業界分類の中には親会社が新車ディーラーであったり、認証工場を持っており、整備振興会・商工組合へ加盟したり、
重複しているため、２及び３の団体が主販売元になる可能性はさらに上がります。

自動車用バッテリー
年間販売個数：約2500万個

新車ディーラー：563個/年・事業場
専業整備工場 ： 56個/年・事業場 ﾃﾞｨｰﾗｰのほうが10倍程度排出量あり！



関係各社の役割

国内製錬所
日本自動車整備
商工組合連合会

各都道府県
自動車整備商工組合

専業整備工場

各新車ディーラー

会員

一般社団法人
自販連大阪府支部

各新車ディーラー

会員

株式会社アクト
業務提携
契約

業務提携
契約

業務提携
契約

売買契約 売買契約

各都道府県
自販連支部

推奨

推奨・紹介 推奨・紹介

使用済みバッテリー
の売却
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紹介

業務提携
契約

推奨・紹介

リユースバッテリー
販売ルート

使用済みバッテリー
回収ルート



検

査

合格

不合格
廃 棄

製錬所

洗 浄再 生再利用 BT

廃 BT

使用済み
バッテリー

リユース
バッテリー《 リユースバッテリー 製造フロー》

申し込み 申込み連絡

ディーラー・整備工場 自動車販売協会
自動車整備商工組合

㈱アクト

廃ＢＴ回収 ﾊﾞｯﾃﾘｰ 納品

販 売

引取り
ユーザー

検品

配送依頼 配送

リサイクル

各電池メーカー

新品ＢＴ製造

運送業者

国内製錬所

《リユースＢＴ・使用済みバッテリー回収協力店募集フロー》 《廃バッテリー リサイクルフロー》

7

チェック項目
・外観
・充電状態
・始動性能
・放電時間

本システムフロー



リユースバッテリーとは
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リユースバッテリーによる環境負荷低減効果
（アクト試算内容）

資源調達 製品製造素材製造

製品製造

・新鉛
・リサイクル鉛
・樹脂など

・鉛
・硫酸など

・鉄粉工程
・極板工程
・組立工程
・充電工程
・出荷工程

・充電工程
・放電工程
・出荷工程

新品バッテリー製造過程

リユースバッテリー製造過程

出荷 充電 組立 極板 鉄粉

2.5% 54% 12.5% 28.5% 2.5%

製造 素材

30% 70%

製造フローの比較

全体の排出割合 製造の排出割合

全体の30%×｛充電（54%）＋出荷工程（2.5%）｝＝約17%

リユースに必要な工程

新品：二酸化炭素排出割合

※古河電池テクニカルニュース資料参考
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ＣＯ2排出削減量：型式：４０Ｂ１９（軽自動車・小型乗用車搭載） 約２６.9ｋｇ/個
※日本自動車リサイクル部品販売団体協議会発表データ参照



ご清聴ありがとうございました
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